
１ 愛知県及び中部国際空港エリアのポテンシャル 

○ 当地のポテンシャルを裏付ける指標や要素を調査した。主には以下のとおり。 

２ 「MICE を核とした国際観光都市」のあるべき姿 

○ １及びこれまでの調査を踏まえ、「MICE を核とした国際観光都市」のあるべき姿

とその実現により期待される効果を整理した。 

３ 民間事業者へのヒアリング 

  ○ 主に、以下のような意見が得られた。 

・世界的に有名な展示会を誘致するには、「その場所に行って楽しい」という 

＋αの要素や、幅広い水準の宿泊施設や飲食サービスの機能が必要。 

   ・先端技術の活用は MICE 誘致や、MICE 参加者向けの観光需要喚起に資する。 

   ・「国際会議のあり方」や「インバウンドの見通し」などに対する、新型コロナ 

ウイルス感染症の影響を現時点で見通すことは難しい。 

４ 「MICE を核とした国際観光都市」の実現に向けた方策と課題 

○ 引き続き新型コロナウイルス感染症に係る動向を注視し、検討を継続して

いく必要がある。
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中部国際空港やその周辺エリアにおいて「MICE を核とした国際観光都市」の実現を目指し、魅力ある機能整備の具体化に向けた調査・検討を行った。

＜方策＞ 

○ Aichi Sky Expo に加え、ハイレベルな国際会議場、宿泊施設及びエン

ターテインメント施設を一体的に整備することにより相乗効果を発現 

○ MICE、航空、空港、観光などの関係者間の連携による MICE 誘致促進の取組
（例：PEO※等へのプロモーション、専用入国レーンなど空港利用における優遇措置、MICE

来場者向けチャーター便の運航など）※ Professional Exhibition Organizer=展示会企画業者

○  周遊観光拠点としての機能整備 
（例：先端技術を用いた観光案内所の整備、県内に留まらない日本の各地域との連携、昇龍

道の更なる活用など） 

○ 地域の特色を生かした観光施設や文化・芸術鑑賞の場の整備 
（例：産業観光施設の整備、歴史文化をテーマにしたイベントの誘致など）

○ 最先端技術・サービスの社会実装化による訪問者への高い利便性の提供
（例：自動運転、OneID※の促進、スマートエネルギーなど）

※ パスポート・搭乗券・顔データ等の生体情報を紐づけた認証用のデータ

＜課題＞ 

○ MICE・航空・空港・観光など、他分野に跨がる連携と運営体制の確立 

○ 周遊先の新たな魅力の創出、各地域との連携における事業体制の確立 

○ 持続的な収益確保、近隣施設との連携、混雑・渋滞対策 

○ 法規制、技術、資金調達におけるハードル 

 中部国際空港 愛知県国際展示場 　  愛知県を取り巻く機会

経済ポテンシャルリニア開業後の120分圏人口    製造品出荷額等

2,993

5,949 6,428

現状 名古屋開業 大阪開業

(億円) (億円)

国・地域 GDP・GRP 都道府県 製造品出荷額等

東 京 1,062,382 愛 知 487,220

台 湾 641,512 神 奈 川 184,431

オーストリア 434,094 大 阪 175,615

愛 知 402,998 静 岡 175,395

大 阪 400,700 兵 庫 165,067

- 展示面積6万㎡（国内4位）

（延床面積9万㎡）

- 常設保税展示場（国内唯一）

- 国際空港直結型

- 著名格付機関からの高評価

- ビジネスジェットの受入環境

が他空港に比べ充実

- 国内各地との路線網の充実

- リニア中央新幹線の開業

- アジア競技大会の開催

- ジブリパークの開業

(万人)

※経済産業省「2019工業統計調査」※１ドル=113.19円換算

※内閣府「県民経済計算(平成18年度-平成29

年度)(2008SNA、平成23年基準計数)」及びIMF

「World Economic Outlook Database,April 2017」


